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エ
チ
オ
ピ
ア
で
発
生
し
た
邦
人
誘
拐
事
件
へ
の
政
府
の
対
応
に
関
す
る
再
質
問
主
意
書

「
前
回
答
弁
書
」
（
内
閣
衆
質
一
七
〇
第
一
三
二
号
）
を
踏
ま
え
、
再
質
問
す
る
。

一

本
年
九
月
二
十
二
日
に
エ
チ
オ
ピ
ア
東
部
で
、
赤
羽
桂
子
さ
ん
を
含
む
国
際
医
療
支
援
団
体
「
世
界
の
医
療
団
」
の
ス

タ
ッ
フ
二
人
が
誘
拐
さ
れ
る
事
件
（
以
下
、
「
誘
拐
事
件
」
と
い
う
。
）
が
発
生
し
た
こ
と
に
つ
き
、
「
前
回
答
弁
書
」
で

は
「
御
指
摘
の
『
世
界
の
医
療
団
』
が
、
エ
チ
オ
ピ
ア
に
お
い
て
専
門
家
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
二
名
が
誘
拐
さ
れ
た
旨
を
公
表
し

て
い
る
こ
と
は
承
知
し
て
い
る
が
、
外
務
省
と
し
て
の
本
件
に
対
す
る
対
応
等
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
を
公
表
す
れ
ば
、
御
指

摘
の
『
世
界
の
医
療
団
』
を
始
め
と
す
る
関
係
機
関
に
よ
る
被
害
者
の
解
放
に
向
け
た
取
組
等
に
支
障
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
が

あ
る
こ
と
か
ら
、
お
答
え
を
差
し
控
え
た
い
。
」
と
の
答
弁
が
な
さ
れ
て
い
る
。
本
年
一
月
十
八
日
の
政
府
答
弁
書
（
内
閣

衆
質
一
六
八
第
三
九
三
号
）
で
は
、
昨
年
十
月
に
イ
ラ
ン
で
日
本
人
大
学
生
が
誘
拐
さ
れ
た
事
件
へ
取
り
組
む
政
府
、
特
に

外
務
省
内
に
お
け
る
対
応
等
に
つ
い
て
詳
細
な
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
の
に
、
「
誘
拐
事
件
」
に
つ
い
て
の
説
明
を
な
ぜ
政

府
は
拒
む
の
か
、
そ
の
理
由
を
説
明
さ
れ
た
い
。

二

「
誘
拐
事
件
」
に
つ
い
て
も
、
外
務
省
が
「
誘
拐
事
件
」
を
最
初
に
知
っ
た
の
は
い
つ
か
、
外
務
省
が
「
誘
拐
事
件
」
を

最
初
に
知
っ
て
か
ら
、
外
務
本
省
内
及
び
在
エ
チ
オ
ピ
ア
日
本
国
大
使
館
で
ど
の
様
な
初
動
対
応
が
と
ら
れ
、
そ
の
後
現
在

一



ま
で
ど
の
様
な
態
勢
の
下
、
「
誘
拐
事
件
」
の
対
応
に
当
た
っ
て
い
る
か
を
説
明
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
と
考
え
る
と
こ

ろ
、
右
に
つ
き
再
度
質
問
す
る
。

三

政
府
と
し
て
邦
人
保
護
の
観
点
か
ら
「
誘
拐
事
件
」
に
き
ち
ん
と
取
り
組
ん
で
い
る
の
か
。
在
エ
チ
オ
ピ
ア
日
本
国
大
使

館
ま
た
は
外
務
本
省
よ
り
、
エ
チ
オ
ピ
ア
政
府
に
対
し
て
「
誘
拐
事
件
」
解
決
へ
の
協
力
を
働
き
か
け
て
い
る
か
。
そ
の
働

き
か
け
の
詳
細
は
問
わ
な
い
と
こ
ろ
、
右
一
点
に
つ
い
て
の
み
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

右
質
問
す
る
。

二


